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指導改善のポイント 

【小学校５年生 理科】 

全体的な傾向の分析・考察＜４年生の内容の正答率のグラフ＞ 
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目標値 平均正答率

 

平均正答率が目標値をほぼ上回っていることから，全体的には良好な状況であることが分かる。一方で，

今回，目標値を下回ったのは「天気のようすと気温」，「動物のからだのつくりと運動」，「水のすがたと

ゆくえ」の３単元に関する５つの設問である。このうち２問は，学習指導要領の改訂に伴って新たに追加さ

れた内容に関する問題であり，さらにもう２問は５学年から移行した「天気のようすと気温」の問題である。

改訂の趣旨や新内容についての理解を深め，授業を展開していくことが今後の課題である。 

 

 

   

＜事例１＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

２ （２） 生命・地球 気温の測定結果から，天気を推測できる。 

問題 ２（２） 

 次の図のように，晴れの日と雨の日の１日の気温の変わり方を折れ線グラフにまとめました。 
②イのグラフの日の天気はどうだったと考えられますか。次の１～４から１つ選らんで，その番号を書きま
しょう。 
１ １日の気温の変わり方が大きいので，天気は晴れだった 

と考えられる。 
２ １日の気温の変わり方が大きいので，天気は雨だった 

と考えられる。 
３ １日の気温の変わり方が小さいので，天気は晴れだった 

と考えられる。 
４ １日の気温の変わり方が小さいので，天気は雨だった 

と考えられる。 

 

正答（正答率 77.8 ％） 誤答（誤答率 21.4 ％，無解答率 0.5 ％） 

４ １ 8.0%   ２ 5.8%   ３ 7.6％ 

 

２ 指導改善に向けて 

誤答率は低い傾向にあるが，１～３のどれもほぼ同程度の割合になっている。このことから，一部の児童
は，１日の気温の変化と天気との関係を捉えていないことが分かる。指導に当たっては，「晴れの日」，「く
もりの日」，「雨の日」の１日の気温の変化をグラフに表した上で，それぞれのグラフの形を比較させ，そ
の日の天気の違いと関連付けて考えさせることが重要である。 
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1日の天気と気温の変わり方
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３ 改善事例 

 「天気のようすと気温」 

１ 指導のねらい 
  １日の気温の変化の仕方は天気によって違いがあることに気付かせるようにする。 
２ 具体例（活動や指導） 

・右の図のように，晴れ，くもり，雨の日の気温の変化をグラ 

  フにまとめさせ，グラフの形の特徴からくもり・雨の日の気 

  温の変化が晴れの日の気温の変化と異なることに気付かせ 

  る。 

・３年生で学習した「日なたの地面が日光であたためられるこ 

  と」を想起させ，気温の上昇が日光に関係することを捉えさ 

  せる。 

・実際には前線の通過など多様な要因が気温の変化には関係す 

  るが，天気予報を基に，朝の活動に「今日の気温の変化のグ 

  ラフはどのようになるか」を予想させ，天気と気温の変化の 

  関係について学習したことを活用させていくことも考えられる。 

 

＜事例２＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

12 （２） 物質・エネルギー 水が氷になったときの温度と，体積の変わり方が分かる。 

問題 ２（２）水が氷になったときの様子を正しく説明しているものはどれですか。 
１ ０℃でこおって氷になり，水のときより体積が大きくなる。 
２ ０℃でこおって氷になり，水のときより体積が小さくなる。 
３ １℃でこおって氷になり，水のときより体積が大きくなる。 
４ １℃でこおって氷になり，水のときより体積が小さくなる。     

正答（正答率 62.2 ％） 誤答（誤答率 36.0 % ，無解答率 1.7 % ） 

１ ２ 32.6 %   ３ 1.4 %   ４ 2.0 ％ 

 

２ 指導改善に向けて 

この設問の誤答は２が多いことから，水が氷になるときの温度については，正しく理解している児童が多
いが，水が氷になると体積が大きくなるということの理解は不十分であることが分かる。この実験を行うに
当たっては，過冷却状態になりやすいことやビーカーの外側がくもって中のようすが見えにくいなどの難し
さがあり，児童が正確な結果を得るための工夫が必要である。教科書の実験では，水が氷になるときの温度
変化と体積変化を１単位時間に同時に調べる設定となっているが，それぞれについての学習問題を明確にし
て実験させ，一人一人が事象を正確に捉えることができるよう指導していく必要がある。 

 

３ 改善事例 

 「水のすがたとゆくえ」 

 
１ 指導のねらい 
  水が氷になると体積が増えることを理解 
できるようにする。 

２ 具体例（活動や指導） 
・教科書実験を行った上で，500ｍLや１L 
などのペットボトルを用いた実験を行う。 

  容器を大きくすることで，氷になったとき 
  の水の体積変化を捉えやすくする。 
・さらに「氷を溶かして水に戻すと体積はど 

  うなるか」という学習問題を設定すること 
  で，水から氷と氷から水の双方向について 
  の体積変化を確認させることができる。 

 水の状態 氷の状態 

雨の日とくもりの日のグラフ

の形の共通点に気付かせる。 

始めの線と比べて，水が氷になったとき

の体積が増えていることが分かった。 
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